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概要

高解像度人工衛星で取得した画像から地震により被災した施設を把握するにあた

り、より迅速に作業を行うためには画像処理手法を施し自動的に画像から被害箇所

を抽出できることが望ましい。そこで、様々な画像処理手法を代表的な地震被害形

態を記録した衛星画像に適用し、自動抽出の可能性を検討するとともに、目視で画

像から被害箇所を判読する際の作業を支援するGISソフトウエアの一般的な機能を

活用した仕組みを検討した。さらに、衛星画像を活用した被害把握手法の災害対応

への実務への具体的適用策を検討した。以上の検討成果を示す。
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Synopsis

This note shows the procedure and concrete images to apply the remote sensing technologies

for damage detection at a big earthquake. In addition, basic characteristics of typical remote

sensing are discussed.
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